「自分の家族の一人と思って患者さんに対応せよ」と言われるが、果たして正しいか？ 　 
「患者さんが自分の親・子や兄弟・姉妹と思って対応せよ！」と言われるが、果たして正しいだろうか？私は次の３点の理由で正しくないと思っている．
１．家族に対する心情と同じ心情を患者さんに傾注せよということは、一見もっとものようである．しかしすべての患者さんにこの心情を持ち続けることは容易ではない．心情や感情には起伏の波を伴うから、ある患者さんにはとても親切であるが、ある患者さんには不親切な対応に陥る可能性がある．患者さんは医療の大事な利用者すなわちお客さまであると考えて、ステディに対応すべきものと考える．
２．卒業生諸君はこれから医療担当のプロフェッショナルになるのであるから、プロとしての厳しさを自覚しなければならない．芸能・スポーツ関係のプロはもちろん、銀行窓口、デパート売り場、スチュワーデスなどなど、お客さま相手の職業人は裏で泣いたり不機嫌であったりしても、仕事の場では笑顔で丁寧に対応する訓練を受け、それが身に付いている．これからの医療担当者には専門の知識と技術の習得はもちろん、プロとしても接遇態度を身につけることが要求されている．
３．家族というものの中味を吟味すると、家族構成、居住環境、教育・職業、生活時間配分、嗜好・趣味などを含めた個人の生き甲斐を承知しており、また気性や感情も分かっている人と言える．患者さんを診療する場合には少なくとも家族構成、居住環境、教育・職業、生活時間配分、嗜好・趣味などの生活背景を理解しておかなければならない．病歴の記載欄に家族歴がトップに配置されていることがあるが、いきなり家族歴を聞き出すのは妥当でなく、患者さんとの信頼関係、ラポール(rapport)が形成されてから聞き出すべきものである．この意味で家族歴よりも家族構成、職業や居住環境など生活背景記述欄が重視されなければならない．
　結び：プロの一員に加わる諸君は、同僚であり、競争相手になるわけである．教えを請わない競争相手に無理に教えるほど、相手は甘くない．私は医者になってちょうど50年経った．その老医からの“はなむけ”として「生涯を通じてまったく同じ患者さんは2度といない、生涯唯一の患者さんである」と告げて、卒業祝いとする．

2004年3月25日　信州大学医学部卒業祝賀会　寺山和雄
